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我
が
祖・山田

女
右衛門履歴

　

下

亀

畑

　 　

義

　 　

彦

第

　

七
章

　

石
狩
場
所と

小
樽
場
所
への

出
稼
ぎ

第

　

八
章

　

樺太の開

拓

第

　

九
章千歳

場
所
の
請負

第

　

十
章

ペ
リ
ー来

航
と山

田
家

第十

一 章

　

山
田家

ゆか

り
の
人
々

結

　 　

び

北
海
道の

過
去
と
未
来

お
わ
りに

資

　 　

料

第
七
章

　

石
狩
場
所と

小
樽
場
所

へ
の出稼

ぎ

（ 石

狩
町
誌
よ
り）

とは

い
え
、
大
規模

なもので

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
山
田
家
は
、
明治

維
新
後

の石

狩駅逓

（本
陣）を

取扱う

こと

に
な
る
。
こ
れ
は
、
政
府から

の
依
頼

による目ま

かない

の地方

自
治の管理

者とも

い
う
べきも

の
で
あり

、
莫

大な赤字を

伴
う
もの

で
あ

っ
た
。
この

地は

、
漁
業
と
し
て
のみ

で
な
く
、

樺
太の

た
め
の
要
地
で
もあり

、
当
時
は
、
大
い
に
、
に
ぎ
わい

を
見
せ
てい

たと

い
う
。
駅逓

（ 本陣）

の主たる

仕事は

官
員
と平

民の

通行

調
査
、
食

料その他の日

用
品
等を

常
備
すること

に
よ
り
、
凶
作
に
備
え
た
り
、
開拓

使
の家

族

へ
の
生
活
必需品

を供

給す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。

二

　

小樽出

稼

ま
た小

樽
出
稼につい

て
は
、
石狩町

誌
三四０

・ 三

四
三
頁
に
次の

よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。

石狩

秋
鮭
引
揚ケ

処
歩
役取

立
方
調
書

二
割
役

　

一

　 　

石狩場

所

　

こ
の
場
所が

幕
府
により

再
び
請
負
制
度
が
復活

し
た時

、
請
負
人
は
阿部

屋
伝次郎

で
あ
っ
た
。
この時十代の山田

文
右
衛
門清富

が
、
ここの出

稼

ぎ
を
し
て
い
ること

に

ついて

は
次の資料１と２

が
示
し
て
い
る
。

ここ

で

〆
－とあ

る
の
は
山
田
屋の屋

号
で
あ
る
。
こ
の資料

が
示
すように

、
出稼

地

小樽出

稼

山

　 　

田

　 　

文

　

右

　

衛

　

門

一 五



一
六

第八

章

　

樺
太
の開拓

亀

　

畑

　

義

　

彦

　

当時す

で
に
樺太（

北蝦

夷
地
）の

開拓は

、
ロ
シ
ア
等
の
進
出を阻

止す

るため

に
急
務
と
さ
れ
ていた

が
、
奉行

は経費

の
莫
大
さ
のためにそ

の実

行
が
はか

ど
ら
ず
に
い
た
。
そ
の
折
、
越
後
国井

栗
村の

大庄

屋
松
川
弁
之
助

が父

の意

志
をつい

で
、
親
戚
の
国井雲

崎の

名
主
、
鳥
井権之

助
と
共に樺

太開拓を願い出

、
幕府

が
これを

ゆ
る
し
たこ

と
によ

っ
て
、
樺太

開拓

の

第

一 歩

が
し
るされ

るこ

と
に
な
っ
た
。
差
配人とな

っ
た
弁
之
助
は
、
親
戚

小
林森之

助
を代理

に
派遣

し
、
自費

を
も
っ
て
知
床岬

か
ら
東
海
岸

への回

路
を示

し
、
漁場

を
開拓

し
た
。

　

続い

て沙

流
、
勇
払の

請
負人

、
山
田文右

衛
門
、
釧路

請負

人
、
米
屋（

佐

野
）喜

代
作
も
奉行

所
の
希望によ

っ
て
出
願
し
、
差
配人と

な
っ
て樺太

開

拓に

従
事
し
た

（北
海
道
史
二
巻よ

り）

。

受

　

持

　

場

　

所

　 　 　 　

根
拠
地

　 　 　 　

担当

者

知
床
岬より

シ
マオ

コタ

ン
迄

　

ラ
チヨ

ボ
カ

　 　

松
川弁

之
助

ア
ン
ナシナ

イ
よ
りノ

サ
ッ
プ
迄
イヌ

シナ

イ

　 　

米
屋喜

代
作

シ

ョ
ウ

ンナ

イ
よ
り

ロ
レ
イ迄

　

ロレ

イ

　 　 　 　

松
川弁

之
助

（ のちの

栄浜

）

サツサツより

シ
ルト

ロ
川迄

　

シ

ュ
シ

ュ
ナ
イ

山
田
文右

衛
門

シ
ルト

ロ
よ
り
チカ

ヘ
ル
ウ
シナ

イ
迄

シララ

オ
ロ

佐
藤
広右

衛
門

ノ
ボ
リホよ

り

エウ

ン
コタ

ン
迄マ

ク

ン
コタ

ン

　

米
屋
喜代

作

この

地に

投
下
し
た資本はすべ

て
自費

であ

り
、
かつその

額
も巨

額
に

の
ぼ
っ
た
。
こ
のため山田文

右
衛
門以

外
は
すべ

て
差
配
罷
免を出願

し
た

が
、
文右

衛
門
の
み
は
、
幕府か

ら
依
頼を受

けた

文
久二

年

（
一
八六

二
年
）

ま
で
が
ん
ば
り通

し
て樺太

各
地
の新

開
に
尽力

し
、
安
政五

年

（
一
八五八

年）

に
は

「樺太栄

浜漁

舎」

を十二

棟建

設
し
た
のを

は
じ
め
、
樺太

各
地

に
鯨
、
鮭およ

び
鱒等

の
漁
場
も
新
開
し
依
頼
期
間
の
終
了
と
共
に

（文
久二

年
）
こ
れ
ら
の漁

場
を幕

府
におさ

めた

（北
海道

史二

巻
）。
山
田
家
が
こ
の

よう

に
が
ん
ば
り
ぬ
け
た
のは

、
北海

道
で
最
も
昆
布
およ

び
漁
獲
高
の
多

い

沙流・

勇
払の

漁場

を
有
し
て
い
た
こ
とおよ

び
地場

出身

の請

負
人
で
あ
っ

たため

に
、
本
州
資本

と異

り
、
請
負
人
自
ら
が
北
海道

に
住
し
て
漁
場
を
監

督
し
た
こ
と
、
さ
ら
に支

配人が山

田
仁右

衛門・ 榊

（ 山

田
）
富
右
衛門・

山
田
寿兵

衛
と
い
っ
た身内

ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の上

彼
ら
はすべて

航海者

、

事
業
経営者と

し
て
も
優
秀
な能

力
を持

っ
て
お
り
、
加
え
て
彼
ら
の
上
に
立

つ請負

人
、
十代

山
田文右

衛
門清富

が
事
業
家
と同時に

研
究者と

し
て
の

高い

能
力
を持

ち合

わ
せ
てい

た
こ
と等

によ

る
。
そ
のため

、
十代

清富

を

中
心と

し
た結

束
の
強さ

は
、
他
の
請負

人に比

し
てはる

か
に
強
いもの

が

あ
っ
た
とい

え
よ
う
。
し
か
しな

が
ら十

代
清
富
は

「名
を求め

ず
」
の
人柄

の
た
め
、北
海
道
の請負

人の中

で
最
も
北
海道

の開

拓に

奉
仕
し
な
がらも

、

その

名
声
を
自
ら
残そう

とは

し
なか

っ
た
。

第
九
章

　

千
歳
場
所の請

負

（ 千

歳
市
史よ

り
）

ーー

千
歳の命

名
は
十代文右

衛
門ーー

　

ー
、
奉
仕
の
場
所（

駅
逓
管
理
）

開拓

史
は
、
場
所
請負

制
度
を
明
治
二
年に

廃止

し
て
い
る
。
こ
の
年
、
十

代文

右
衛
門清富は

、
沙
流
場
所を息

子文

治
に
、
勇
払
場
所を

三女満

寿

（著



者
の
直
系
）の婿

、
榊（

山田）富

右
衛
門
に
ゆ
ず
り
、
隠居

する

。
し
か
し

千
歳
場
所
の
場
合
、
名
儀
書
き
換え

は
な
く
、
十代

文
右
衛
門
清
富
名
儀のま

ま
で
あ
っ
た
ことは

、
明
治六

年
に
北
海
道
を視察し

た
折
の
林頭三の

「北

海
道紀

行
」
に

千歳会

所

　

山
田文

右
衛
門

役

　

邸

　

二
軒

　

出
稼家

十二

軒

　

土
人
家
二十

七軒

産

　

物

　

鮭

三
千
石
、
熊

　

鹿

我が祖・山田文右衛門履歴

　

下

　 　

と
記さ

れてい

る
こ
と
に
示
さ
れてい

る
。

下

　 　 　

千
歳
場
所
は千

歳
川
が
鮭の

宝
庫
と
は
いえ

、
漁獲高か

ら見れ

ば
海
産物

とは比

較に

な
ら
ず
、
その

意
味
で
勇
払
や
沙
流
場
所
と異

な
り
、
利益

を
生

む
場
所
で
は
な
く
、
逆
に交通の

管理と

非常

時
の
莫大

な
物
資の

保
管
と
い

う
公
共
目
的
が
主たる

場
所
で
あ
り
、
加
えて

明
治政府の重税のた

め赤

字

続きと

な
る
。
ち
なみ

に
、
明治

六年

「
勇
払
往復

」
第二

号
に
示さ

れ
て
い

る
駅逓

収
支
を計

算
し
てみると

、

支出

　 　 　

一
五五

一 円

六七

銭
四
厘

　

収
入

　 　 　

一三ニ ０

円
三五銭五

厘
四
毛

　

赤字

　 　 　

三
二

一
円
三一 銭

八
厘
六
毛

とな

る
。
場
所
請負

制
度
が
廃止さ

れ
、
単な

る
場
所
特に

な
っ
た山

田
家
に

は
、
か
つて私財

を
投
げ
う
っ
て幕

府
や松前

藩
の
ため

に
樺太

場
所を

開拓

し
た
力
はす

で
に
な
く
、
重
税
支
出
延
期
が出

てき

－
税
率
引
下
げ
の

「歎
願

書
」
が
提
出
されるに

い
たる（ 千

歳
市
史

一 三二

頁
）。
し
か
し
かかる

苦
業

の中

に
あ
っ
て
も
十代山田

文
右
衛
門清富

は
千
歳
川
の鮭の

人工

養
殖を考

えていた

。

二
、
千
歳
川
鮭中

央
層化場

の
基
礎を

作る

千
歳
川
は支

院
湖
から

千
歳
を
へて

島松

、
長
都
、
夕張川

と
合
併
し
て石

狩
川
に
続
い
て
い
る
。
ここは

当時

は
鮭の

宝
庫
であ

っ
た
が
十代清

富
は
、

す
で
に
乱
獲
による

将
来
の
弊
害
を
予見

し
、
千
歳
駅
上
流
の
ヤン

ゴ
ウ
シ
か

ら
フイ

ラ
ッ
プ
迄
を
産卵蕃

殖
場と

し
て
番人を置き

、
密
漁
を監

視
し
た
。

明
治政

府
に
な
っ
てか

ら
も北

海
道
庁
は引

き続

きこ

の
場
所
に
看守

を
置
い

た
。
その

後
、
北
海
道
庁
は
、
合
衆
国
水産

所
メ
イ
ン
州
バ
ッ
ク
ス
ボ
ルト僻

化
場
を
参
考
に
し
て
島
棚
舞
村に

人工膳化

場
を
作
り今日に

いた

っ
て
い
る

（ 千

歳
市
史

一 三

七〜一

四
〇
頁）

。

第十章

ペ
リー来

航
と山

田家

ーー・

函館の

隠宅

を
会
見
場
に使

う
， ーー，

嘉
永
六年

六
月
三日

、
米国

水
師提

督
ペ
リー

（ｎ
ｏ ヨョｏ

ｏ
ｏ 「 の

ｇ
讐
げゴ
① ≦

ｏ
ｍ
庁
避
警け℃

の
「く
）
は
軍艦四隻を

率
いて浦賀に

来航

し
、
和
親通商を求

める国書

を
提
出
し
て帰国

し
た
が
、
翌
年
の
安
改
元
年

（一

八
五
四
）
正
月
、

再
び
軍艦

八隻を

率
いて神

奈
川に停

泊
し
て回

答
を求め

た
。
日
本
は長崎

一 港

に
開港を

限
定
し
よう

と
し
た
が
ペ
リーは

神
奈
川
ないし

は
浦
賀お

よ

び
琉球

、
松
前
の
三
港の

開港を

要
求
し
てきた

。
日
本
はこ

れ
を
拒
否
し
た

が
ペ
リ
ーは

彼
の主

張をゆ

ず
ら
ず
、
松
前の代

りに

函館を浦

賀の代

り
に

下
田の

港を

求め

、

一 月

十五日に軍艦三隻

、
二十

一日に

二
隻
計
五隻

で

函館

に最

初
に
立寄

っ
た
。
この

時
の
松
前
藩
との会

見
は
、
十
代
山
田文

右

衛
門
清
富
の
弁
天
町
の隠

宅
で
行われ

た
。
十
代清

富
は
、
この

時
はす

で
に

請
負
地勇

払に

住し

、
この隠宅

は
実
弟
寿
兵
衛
に与

えて

いた

。
寿兵

衛
の

一
人娘

エ
ン
は
ペ
リ
ーの

給
仕に

出
た
が
、
山田家

が

一
番
困
っ
たのは

ペ

一 七



一
八

リ
ーの

食
事
で
、
思
案のあ

げ
く牛

の
舌にジ

ャ
ガ
イ
モ
を
油
で
揚
げ
たの

を

食
膳
に
出
し
たとこ

ろ
彼
は
大変

喜ん

だ
とい

う
。
振袖

、
高島田

で
給
仕
に

亀

　

灯＝

　

義

　

彦

出たエンを見

て
ペ
リ
ー
は

「生人

形

の
よう

だ
、
ア
メ
リ
カ
に連

れ
て

い
っ

て大

切に

育てたい

」
と
云
い
、
お
礼
に
銀
のお

盆にお金

をの

せ
て差

し
出

し
た
が
、
子
供
で
あ

っ
た

エ
ン
は
ア
カンベー

を
し
てお

尻を

ポ

ンとはたい

た
ため

、
ペ
リ
ー
は両

手を

あ
げ
て

「
ホーホー

」
と
云

っ
たとい

う
。
彼
が

帰国

の
折
、
銀の盆

に
赤
、
青
、
黄
、
白の

丸い

ロ
ーソ

ク
と石け

んを

プ
レ

ゼ
ント

し
て
く
れ
た
。
エ
ン
はこ

の
石け

ん
を
菓
子と

ま
ち
が
え
、
食
べよう

と
し
たため

、
ペ
リーは手

を
洗
う真似

をし

て大

笑
い
し
たと

い
う
。
又
ロ
ー

ソ
ク
は
神
棚
に
あ
げ
ておいた

が
、

いつ

の間にか

一
本
、
また

一本

と
な
く

な
っ
てし

ま
っ
た
とい

う
。
こ
の
話
し
は函館百

年
祭
の
時
の
北
海道

新聞

社

の
取材

にエン

の
孫
、
室田リ

ウ
が
、
か

つ
てエンか

ら
聞か

さ
れ
て
い
た

こ

とを

述べたもの

で
あ
る
。
な
お
この

新聞

記
事は

、
門
別
在
住
の
小嶋

規
矩

夫氏（ 山

田家系譜）

より

提供

を
う
けたもの

で
ある

。

　

こ
の隠

宅の

所
在
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
弁
天
町
十六

丁目

角
、
函館

信

用
金
庫
が
それ

の
一
部
で
あ
り
、
そ
こ
に
はそ

のむねをし

る
し
た
説
明
が
立

ててある

。
エ
ン
の話

し
で
は
、
弁
天
町
の岩

浜寄り

の
す
じ
向い

で
弁
天
町

で
は

一
番
大き

な
家
だ
っ
たとい

う
。

エ
ン
の話

し
に
あ
る

「浜寄り

ー・

」

の
浜
が
文右

衛
門の手

船
の
船付

場
で
あ
っ
た
の
で
あろ

う
。
現
在ここは

、
一

層
整理

された

港に

な

っ
てい

る
。
な
お
、
道
内

の
資料

によ

っ
て
は
、

こ
の

隠
宅の

所
在地

は
現
在
の
弁
天
町
二
十四

丁
目
拓銀

弁
天
町支

店付

近

（その

資料

名
、
山
田実丸

著

「山田

文
右
衛
門履

歴
」
）
と
あ
る
が
、
私
が
実
際
にそ

の
場
所
に
行

っ
てみ

た
結
果それ

はま

ち
が
い
で
あ
っ
た
。
正
し
い
場
所

（弁

天
町
十
六
丁
目
、
現
在
の函館

信
用
金
庫
あ
と
）
につ

い
て
は
、
田
名
部
藩
士

出
で
、
山田家

支
配
人
、
榊

（ 山

田
）
富右

衛
門と十代

文
右
衛
門清富

三
女
、

満
寿
との

長男

山
田
富
太郎（

軍医

勲
五
等従三

位）

の
長男

山
田
隆（

京
都

大学

卒・ 工学博

士・

元
京
都工

芸
繊維

大
学教授）

も
、
筆者

の
母
、
亀
畑

マサ

（ 山

田富太郎

三女）

に
話
し
たと

い
う
。

第十一 章

　

山
田
家
ゆかりの

人
々

一

　 　

勇払

当時の開

拓
者
の悲

惨
な
生活を

知
る手

が
かりと

し
て
勇
払の

王子製紙

の
敷地内

に
整然

と
並
ん
で
い
る墓

を
あ
げ
る
こと

が
出来

る
。
こ
れら

の
墓

を
説
明
するこ

と
によ

っ
て
、
不
幸
に
し
て
開
拓途上

に
お
い
てた

お
れ
た先

人の霊

を
と
むら

う
こと

に
し
た
い
。

　

１

　

勇
払
場
所
請負人山

田家の番人

ー
徳兵

衛外五

名
ー

「文
久
三
発
亥

年
死
亡
之
墓
、
当時

番人

　

各
俗
名
徳
兵
衛
、
鉄五

郎
、
林
吉
、
興市

郎

　

吉

松

　

友松

」
と
あ
り
正面

に

「施
主
山
田
仁右

衛
門
」
とある

。

２

　

小
嶋
宗
十郎

（寛政

十三

年残）

、
八
王子同

心
関
係
、
原
半左衛門

手

附

　

３

　

破額禅満

信女

　

身分不詳

。
し
か
し
法
名
か
ら
、
位
の高い人物

の

一
員
で
あ

っ
た
ろ
う
、
と門

別町

史
で
は
し
る
し
てい

る
。

　

４

　

奥吉

　

正面

に

「釈俗

典吉

」
、
右側に

亡
天
保
六
年
、
左
側
に
未正

月

二十

日とある

。
苫
小
牧
市
史

（ 上・ 五

五三頁）

で
は
、
山
田
家
の
上位

動

人と考

えている

。

　

５

　

井
上忠左

衛
門

　

寛政十二

年庚申

十二

月
九日

、智
海禅

透
居士

（勇

払
に
て死

去）

　

６

　

保坂忠蔵

　

三
宅義

忠建立

（勇
払
同心三

宅
五郎

治
の
有
縁
者
＝
苫

小
牧市

史
）

　

７

　

志村

為善居

士
位

　

左
右
側
面の

文
字
がぼ

や
け
、
判
読不

能
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下

　

８

　

市
助

　

比企

市
郎
右
衛
門
の家

来
、美
濃大垣

人
市
助
（苫
小牧

市
史
）。

　

９

喜
多
川
貫

一
源重安

　

勇
払同

心

　

１

　

０

　

松
村
精
之
助・

藤
原
喜
政

　

蝦
夷
地最

後
の
勇
払同

心（

苫
小
牧
市史

）。

　

１

　

１

　

釈瑞光

　

左
側に

南部

大
畑
郡
、
台
石
には

尾
張屋

と横

書
き
し
てあ

るこ

とか

ら
、
苫
小牧市

史
で
は
、
勇
払
場
所
に
関
係
し
た商人

で
、
幕領時

代
に
南部

人
の
来
住
が
あ
っ
た
こ
との証

明
で
あると

し
て
いる

。
ち
な
み
に

山
田家

養
子榊

（山田）

富右

衛
門
は
青森

県田

代
郡
の出身

で
、
南
部と

は

と
な
り
合わ

せ
で
あり

、
松前藩の基礎

を
作

っ
た
柿
崎
信
広
は
南部藩と親

し
い間柄

で
あ
っ
た
。

　

１

　

２

　

文
字不明（

風
雨
の
浸
食
による

。
苫
小
牧
開拓の先駆

者
で
あろ

う

か
子
孫にこ

れ
を伝

え得ない

のは残

念
で
あ
る）

。

　

１

　

３

　

井
上
外
五
名

　

井
上
長
次
郎
、
村
田
宇
助
、
浅沼

、
飯
田
、
青
木
。
こ

の
墓
は
二
つ
に折

れ
て
い
る
。
苫
小牧

市
史
によ

れ
ば
、
こ
の
人
達は

浜
厚
真

（勇
払のと

な
り
）の

川
口
の警備

に
あた

っ
て
い
たよ

う
で
ある

。
勇
払に

移
す
途
中
に
墓
が
折
れたと

し
て
い
る
。

　

１

　

３

　

鈴木

庄
助
重秋

・ 鈴

木蔵郎

妻
香
女勇

払
場
所
詰
合
の
最上位の

役

人
とその妻の

墓
で
家
紋
入
り
で
ある

。

　

１

　

４

　

河
西
梅

　

享
和
三
年
五
月
廿
二
日
、
清涼

院連

室
香
大姉

（勇
払）

。
八

王
子
同
心河西

祐
助
の
妻

二

　

八
王子千

人隊（

同心）

蝦
夷
地
の警備

は
松前藩

によ

っ
て
な
さ
れ
て
い
たか

、
土地の広

さに加

え
て
外国

、
特
に
ロ
シ
ア
からの侵

略
の恐

れ
も重

な
り
、
幕府

は
、
寛政

十

一
年
十一

月
に
津
軽藩約

五百

名
強
を沙

流以

東
、
南部藩五百

名
を
浦河以

東の警

備に

あて

た
。
こ
の時

農
業
に
従事

し
な
がら

蝦
夷
地
の警

備に

あた

る
ことを申

し
出
た
の
が武

州
八
王子（

現
在の東

京
八
王子市

）
千人同心

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

と
ん
で ん

頭・

原
半左衛

門
で
、
ま
さに

屯
田兵の

第一 歩

を
し
る
し
た
の
は
彼等

一
族

で
あろ

う
。
彼
は弟

、
新
助
以
下
約
百
名
と
共
に
入
植
、
河西

祐
助
が
こ
の
あ

とを

追
う
。
北
海道

の
開
拓
者
達の

足
跡
は
、
そ
の
苦労

にもか

かわら

ず
系

譜
が
さ
だ
か
で
は
ない

。
し
か
し
八
王
子千

人
隊
につ

いては

、
祐助

の
弟

・

塩
野適

斉
が
文
筆家

で
あ
っ
たため

、
彼
の著

書

「桑
都
日
記
」
に
千人

隊
と

その

家族

の
活
躍
と
悲
憤な

最
後
がし

るさ

れ
てい

る貴

重
な
資
料
と
な
っ
て

い
る
。

　

私
が
本
稿を

書
く
ために

勇
払
の
地
に
立
っ
た
第

一 印

象
は
、
「大平

洋の潮

風
のふ

き
す
さ
ぶ
、
何とい

う
荒涼

と
し
た
湿
地
帯
な
の
であ

ろ
う
か
」
と
い

う
こと

で
あ
っ
た
。
千
人隊

と
その家族

は
、
かかる

寒
地
で
、
む
し
ろをは

っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｈ リ 上 ー

た
だ
け
の

「
お
が
み
小
屋
」
に
住
し
、
望郷の

思いの

中
で
病
死
または

不慮

の死を

と
げ
てい

く
。
そ
の
苦
境の中

で
、
同
心
達は

警
備
の
み
なら

ず
、
皆

川周

太郎

に
よる

日
高
山
脈
横
断
調
査

（ 現

在
の札幌

に
至
る日

勝線の

コー

ス
）、
馬の

産出

（虻
田
官
営
牧
場
の開

拓
） とい

う
偉
業
をな

し
と
げ
てい

く
。

この千人

隊
は
、
勇
払・

門
別
地方

の警備

に
あ
た
っ
たころ

から

、
山
田家

との交

流が

あ
っ
たことは

、
十
代
山
田
文右

街
門
が
門
別
稲荷神社

建
造
の

際
、
沙
流
会
所
の比

企市

郎右

街
門と

原
新
助

（両者

共八

王子同

心）

連
名

で
、
「鉄製か

ぶ
り形槍

先
二
本

（ 享

和
三
年
八
月
十七

日）

」
が
寄進さ

れ
て

い
るこ

と
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る

（ 苫小

牧市

史

）。
ま
た
の
ち
に述

べ
る
が

厚
岸
に
お
い
て
も
両者

の
関係

が
あ
っ
た
。

　

先
に
示
し
た河

西
梅
女
の
墓は

、
同
心
第
二陣隊

長

・ 河西

祐
助
の妻のも

の
で
ある

。
彼
女
は
、
辺
境の寒

地
で
の
苦
行
の
末
、
勇
払生

ま
れの

二
歳の

智
賢
と
八
王子

か
ら連れ

てきた

五
歳
の
橘
太郎の二

人
の
愛
児
を
残
し
二十

五
歳の

若
さ
で
没す

る

（苫
小
牧
市
史
）。
そ
の
墓には

夫
祐助

が
愛
妻を

し
の

ん
で
詠
じ
た
詩
が
刻
ま
れてい

る

（苫
小
牧
市
史
）。

一
九



－
－Ｏ

禽
里の辺

にあそ

び
て
功
未だ

成
ら
ず

　

阿
妻
ひとた

び
去
っ
て旅魂

を
驚
かす

児
を携え

て
働異

す
考慮の下

尽
し難し

人間

長別

の
情

亀

　

畑

　

義

　

彦

　

こ
の
祐
助
も自

然
のき

び
し
さ
に
か
て
ず
、
三
十七歳

の若さ

で
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
年
）
九
月
に
有
珠官

舎
で
、
風
邪
をこ

じ
ら
せて妻

の跡を

追
う

よ
う
に
病
没
し
、
有
珠
の善

光
寺
に
葬む

られ

た
。
祐助は

生
前
は勇

払の司

法
権
を
持
っ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
と
和
人
と
の
い
ざ
こ
ざ
を
しば

し
ば
さ
ば
い
た

が
、
常にア

イ
ヌ
の
権
利
を
主
張し

た
人
で
あ

っ
たとい

う
。
当
時のア

イ
ヌ

を酷使

し
、
番人が

ア
イ
ヌ
の婦女子

をも

てあそ

ぶ
こと

が
普
通
で
あ
っ
た

時
代
に
、
教
養
の
高
い
彼
が
、
自
ら
過酷

な自

然
条件

に
身を

お
い
たこ

と
に

よ
っ
てア

イ
ヌ
の
苦
し
みを自らの

苦
し
み
と
受
け
とめて

い
た
の
で
ある

、ヘ ノ
ｏ祐助

の
没
し
た
翌年

の
文
化五

年

（一

八
〇
八
）四

月に

、
彼
の六

歳の

長

男橘

太
郎
と
三
歳の

弟
、知
賢
は下僕と

共
に
両
親の遺骨

を捧

げ
て
帰郷

し
、

同年

六
月
五日

に
祐助

の身替

りと

し
て祐助

の弟松兵

衛
が
命を受

けて

妻

の
栄
と
共
に
蝦夷

地にお

もむ

く
。
し
か
し彼

はき

びし

い
自然環境の中

で
、

わ
ずか

二
ヶ
月
で
病
没
する

。
そ
の
ため

七
歳
の橘

太郎

は
帰
郷
の
旅
の
疲
れ

をい

やすま

も
な
く
、
再
び
命
を受け

蝦
夷
地
に
旅
立
っ
てい

っ
たと

い
う
。

そ
し
て
翌
年
、
先述

し
た両親

の
墓
を
善光

寺
に
建
てた

の
で
あ
る
。
この

よ

う
な
蝦
夷
地
御用

と
い
う
大
義
名
分
の
ため

に
、
老
人
か
ら
幼
児
に
いた

る
ま

で
の
一 族

が
消滅

に
ひんする

よ
う
な
悲
劇
が
いか

に
多
か
っ
たこと

で
あろ

う
か
。
現
在
は
祐助

兄弟の

遺骨は

八
王子市

千
人
町
宗
格院の

河
西家

墓
地

に
葬
られ

て
い
る

（苫
小
牧市

史
）。

之
三

　

門

　 　 　

芳

　

本
町
の
墓
地
は
、
か
つ
て山田家

の
昆
布
養
殖
場
で
あ
っ
た
海
岸を

見
下す

岡の上

に
ある

。
こ
の
中
か
ら
明治以

前の

墓碑

群
を
見
る
と
次
のよう

に
な

る
。

　

１

　

南部

御
家中

　

三界

禽
麗

　 　

為

　

菩

　

提

　

也

こ
れ
は
寛政十一

年
か
ら九

年
後
の
文
化
四
年
ま
で
北
辺
警
備
の
ために

駐
屯

し
た南部藩

の供養碑

で
あ
る

（ 建立

年
月
日不詳

）
（ 門

別町

史
）。

　

２

　

夢
禄
廊
象
信
士

　 　

文
化
元
申
子
四
月
二
十

一
日

　 　

徳
本善

願信士

　 　

文化申戎五

月
十
三
日

　

３

元
治
元
乙
丑
六
月
造之

　

前

　

山
田仁

右
衛門

墓

　

丙辰安政三

年
六
月
六日

　

山
田仁右

衛門建

　

これは沙

流
場
所の

支
配人

初
代
山
田仁右

衛門

の墓

で
あ
り

「前
」
は初

代を意味

し
ている

。
こ
れを建立

し
た
山
田仁右

衛
門
は
二代

目
で
あ
り
、

勇
払
場
所
の
支
配人

で
あ

っ
たこ

と
は
す
で
に
述べ

た通

り
で
あ
る
。
ま
た
沙

流
場
所
の
二
代
目支

配
人
は
大関吉兵

衛
で
あ
り
、
門
別稲

荷
神
社の

第二

鳥

居
の右の柱

に
十
代
山
田文右

衛
門
清
富
と
共
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る（

門
別

町
史
）。

　

４

　

榊

（山
田）富右

衛
門

　

彼は南

部
藩
士
で
、
十
代
山田

文
右
衛門清

富
の
長女

、
友
と
結婚

し
、十代

清富

の
支
配人と

な
る
。
友
が
若
く
し
て没

し
たため

、清
富
の
末子

・ 満

寿と

再
婚する

。
彼
はす

ぐ
れ
た経営手腕を示

し
、
十代清富の右腕

と
な
る
。

文
献
で
は
榊を

名
乗
っ
ている

が
彼の息

子富太

郎
は
山
田を

名
乗
り
、
以降

すべて山田姓

で
あ
る
ところをみ

る
と
、
明
治の戸籍

に
は
、
山
田
で
と
ど

け
られ

て
い
た
ものと思われ

る
。

　

５

　

奥井

氏
、
元
治
元
年申子四

月
六日

、
随
雲院

順
膝
聖
居
士

（門
別



町
史
によ

れ
ば
、
当
時
この地に駐

屯し

た
仙
台
藩士

で
あろ

う
と
し
て
い

る
）。

　

６

　

佐
々
木
勘兵

衛

　

慶応

二
年
五
月
九
日（

門
別
町
史
に
よ
れ
ば
山
田
家

の
昆
布
投石事

業
の
時の

船
の沈没

に
よる犠

牲者

で
あ
る
と
し
て
い
る
）。

我が祖・山田文右衛門履歴

　

下

　

四

　

厚
岸と

国泰

寺

釧
路駅

から根室本

線
に
乗りか

えて

約一

時間

十
分
、
荒
涼と

し
た
原
野

と
山間をは

し
り
、
海
が見

える

と
厚
岸
に
着
く
。
厚岸

を
訪
れ
て
最
初
に
感

じ
たこと

は
、大き

な
湾の奥に

さらに

小
さ
な
湾
が
す
っ
ぽ
り
とおさ

まり

、

大き

な
船を持

たない

地場

漁民

に
と
っ
ては何

とい

う
自然の

良港

で
あ
ろ

う
か
、
とい

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
しか

も
魚
、
昆
布
、
牡蝦

貝
と
い
う
あたか

も
温
暖の

地の

果
実の

ご
と
く
季
節
ご
とのあ

ら
ゆ
る
海
産
物の

豊
庫
で
あ

り
、
かつてこの地

を
ア
イ
ヌ
が
安
住
の
地
と
し
たこと

お
よ
び
そこに

日本

人が

侵
入した事情

が
良
く
理解

さ
れる

。
ここ

に
厚
岸の

国泰寺（ 文化

元

年
＝

－
八〇四

年
建
立）

が
あ
り
、
虻
田の

善
光寺

、
様
似
の等

樹院

と
共
に

蝦
夷
三
寺の一

　

つ
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の寺

は
ロ
シ
ヤ
か
らの

侵
略
の脅

威と

荷酷な自

然
の中

で
生きぬ

い
て
い
る
住
民の心の安定とア

イ
ヌ
と
の融

和

のため

に
も
う
け
られ

た
もの

で
あ
っ
た
。
国泰寺老

朽化

に
よる

一回目

の

修
理
は
近藤

重
蔵
、
第
二回

目の修

理
は
山田

文右

衛
門

（天
保年

間）によ

ると

さ
れ
て
いる

。

　

国泰

寺
の
業
務は

中広

く
、
「 諸

場
所
過去帳

」
（厚岸

国泰寺

資料館

で
保

存
）
に
見られ

るよ

う
に
、
受
持場

所
は
十勝の広

尾
か
ら
択
捉ま

で
の
五箇

国
に
お
よ
ん
で
おり

、
寛
政
か
ら
明
治
に
いた

る
戸籍

業
務
か
ら行政

一 般

に

お
よん

で
いた

。
かかる

国泰寺の

所
官地を場

所
請
負
人山

田
文
右
衛
門
が

基
盤の

一

　

つに

おいたこ

と
から

、
国
泰
寺
と歴

代山

田
文
右
衛
門とは密

接

な関係に

あた

っ
た
こ
と
が
史
実
か
ら
判
明
す
る
。
その

一
例
と
し
て

「
日鑑

記
」
（
文
化
元
年

（
一
八
〇四年か

ら
文
久
三年ま

で
の初

代
文
翁から

九世

晦

厳にいたる

六
十
年
間
の日

誌
で
三十

六
冊からな

る
）
に
次
の
記録

が見ら

れ
る

（佐藤

宥
紹
訳

「
日
鑑記

」
釧路

叢
書
）。

　

「
文政

十
二
年
八
月
廿四日

巳
刻

（午
前十時）

頃
、
（ 国泰寺

に
赴任

する）

文道ら

僧侶

の一

行
は
、
箱
館
の
宿に

山
田
文右

衛門の

訪
問を

受
けた

。
文

右
衛
門は煮

し
め
、
よ
う
か
ん
、
漬
け
も
の
な
ど
のみ

や
げ
ものを

ぶら

さ
げ
、

旅中

見
舞
に
や
っ
て
来
た
の
で
ある

。
彼の

肩
書
きは

「厚
岸場

所
請
負
人
」。

松前

唐
内町

に
本
店が

あ
り
、
箱
館
に
も出店（

で
だ
な
）を持つ

ほ
か
、
サ

ル
、
ユ
ウ
フ
ツ
に
も請負場

所
を
持つ

有
力
な商

人
の一人

で
あ
る
。
去る

廿

二日の

こ
と
だ
が
、
文
道
達は

入院

披露

の
ため

その

出
店
を
た
ず
ね
、
手代

の
山
田
屋
善
吉

（寿
兵
衛
）に

会

っ
ていた

。
国泰寺の

お
膝元の請

負
人
と

あ
っ
て
、
松
前
、
箱
館
に
滞
在中

、
僧
侶
達は

山
田
屋
の手厚い

も
て
な
しを

受
けたの

で
あ
る
」
（「
日
鑑
記
」
巻
二
、
訳佐藤

宥
紹

「
日
鑑記

」
釧
路
叢
書

十二

巻一

六三頁

）。

　

この

ように

山
田
屋
は
国
泰寺

と
の
つ
な
が
り
を持ち

、
食料

の
供給か

ら

宿
の世

話
、
回船

およ

び
書
状
の取扱

等
ま
で
行
っ
てい

る

（佐
藤
宥
紹

「前

掲
書
」
－六三

頁）

。

　

ま
たす

で
に
門
別
の章

で
見
た
八
王子

同心

（ 甲斐

武田藩

＝
現在の

東京

都
八
王
子
市
）は厚

岸方

面

（白
糠）

に
も
入
植
しており

、
原半左

衛
門を

隊
長と

し
て
、
斜
里
山道

（ク
ス
リ
川
ー
標
茶
ー
斜
里
お
よ
び
標
茶
ー
トン

ダ

ベ
ツク

シ間の

山道を

開削

し
てい

る

（「蝦
夷道中

記
」
佐藤

宥紹

訳

「前
掲

書
」
二〇七頁）

。
こ
の
こ
と
か
ら山田

家は

門
別
の
みな

らず厚

岸
で
も
八
王

子
同
心
と
関係

を
持

っ
て
い
たと

み
ら
れ
る
。
そ
し
て
門
別
の
同
心と

同様こ

の
白
糠
の地

で
も
、
き
びし

い自

然
の中

で
十
五
名
も
命を

おと

し
て
いるこ

と
が国泰

寺

「御
寺御

建立

以
前之過去

帳
」
に
記
さ
れ
て
いる

。
（ 佐藤

宥紹

訳

「
日鑑

記
」
釧
路
叢書

二〇七ー

二〇

八頁）

。

ニ
ー



三一

　

丁度

こ
の
頃
、
近
江
商人

藤
野
善兵衛

は
根
室一円を請

負
っ
て
い
た
。
彼

　 　 　 　

順通

丸

　

徳
右
衛
門

と山

田
屋
と国泰

寺
の
御
住
職
と
は
、
年
に一

度
の祭

り
ご
との折

には

国
泰

　 　 　 　 　

同
船方中

寺
で
相まみえ

た
こ
と
で
あ
ろう

。
このこ

とを

示
すもの

と
し
て
、
国
泰
寺

悌
牙
舎
利塔建造

の
際
、
両
名
が
願
主と

し
て
名
を
つ
ら
ね
ており

、
材
料の

みか

げ
石
は
山
田屋

の
手
船
で
千葉の

銚
子
より

運
搬
し
た
もの

で
あ
る
。
こ

の塔の

台
石には

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

補

　 　

近
江
屋

　

惣兵衛

　 　

山
田
屋

　

順

　

吉

願主

　

藤

　

野

　

善
兵
衛

藤

　

屋

　

善

　

吉

館

　

村

　

順兵衛

彦

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

植田

屋

　

甚

　

蔵

義

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

大
関
屋

　

文太

郎

（ 山

田
屋
支
配
人
）

畑

　 　 　 　 　

山田

屋
文
右
衛
門

亀

　 　 　 　 　 　 　

補

　 　

米
屋勝

三
郎

福
嶋屋

　

喜

　

七

また

天
保六年

に
山
田
屋
の船頭

達の手

によ

っ
て
文道

造立

名
の
地蔵尊

像
を
造り

運ん

で
い
る
。
「
その

台
にた

し
か山

田家

ゆか

りの

人
々
の
名
が
あ
る

は
ず
」と

い
う
国
泰
寺
十三

世
大元

智
空師（

真壁

御住

職
）
の言

葉
を
た
よ

り
に
、
苔む

し
た
二
等身

ほ
ど
の地

蔵
尊
像
を
く
ま
な
く
掃
除し

た
ところ

、

台
石
に
次
の
よう

に
し
る
さ
れ
て
い
た
。

山
田屋

文右

衛
門手

船

　

順
吉
丸

　

仁三郎

　

同
船方中

　

栄
順
丸

　

長右

衛
門

　 　

同
船方中

　 　

同
船方中

　

順真丸

　

勇
七

　 　

同
船方中

　

順
悦丸

　

鉄
五
郎

　 　

同
船
方
中

　 　

幸
順
丸

　

長
吉

　 　

同
船
方中

　

願力丸

　

文治

郎

　 　

同船方中

　 　

右

　

（な
お
釧
路
叢書

「
日鑑

記
」
二
六三頁

に
あ
る
山
田
屋喜

右
衛門

は
寿兵

衛
か
文石

衛門の誤り

で
あろ

う
）。

　
国泰寺

の歴

代住職

は
次
の通り

。

　

開
山
、
文翁

　 　

二
世
、
禽
金

　 　

三世

、
霊雲

　 　

四世

、
仙
聾

　 　

五世

、
文
道

　

六
世
、
香
国

　 　

七
世
、
直州

　 　

八
世
、
香
山

　 　

九世

、
需
厳
。
九
世から

幕
末

に
入
り
、
混乱

の
ため

しば

ら
く
後
任
が
な
く
、
明治

二
十
二
年
、
京
都
南
禅寺

の
所
管

に
移
さ
れて

は
じ
め
て十

代
が
きまる

　

十世

、
大義

山
東
州

（明治

二十九年）

　

＋

一
世
、
橘
悟
堂

（明治

三十

五年

）

　

十
二
世
、
小原天

門

　 　

十三世

、
真
壁
智
空

（現

住
職）



結
び

　

北
海
道
の過去と

未
来
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下

場
所
請
負
人
に
は
二
つ
の系譜

が
あ
る
。

一

　

つは

、
本
州
資
本
の
多
角
経営

の一

環
と
し
て場

所
を請

負
う
場
合
で
あ
り
、
近
江
商
人

（ 問

屋）

が
そ
の
中

心
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
彼等

は
北
海道の地

に
足を

ふ
み
入
れ
る事

も
な
く
、

場
所
は
支
配人

に
ま
か
せ
、
自
ら
は
本
拠
地
で
の家

業
に
専
念
する

。
そ
れ
故
、

幕府

や
藩から請負

人
に
課
せ
られ

る重

税
と
採
算
ベ
ー
ス
と
のか

ね合い

で
、
簡単

に
請負

場
所
を
幕府

や
藩に返還

し
た
。
従

っ
て新

た
な漁

場
や道

路
の開

削
、
養
殖技

術
の開

発
、
漁
網
の
改
良
等
によ

る生

産性

の
向
上
の努

力お

よ
び
北
辺
の検

索
、
ロ
シ
ア
からの

侵略

の
脅
威
に
対す

る
防
禦
等
は
二

の
次
で
あ
っ
た
。
す
なわち彼

等
の大き

な特

徴
は
、
資
本と

経
営
の分

離
の

原
型
を
そ
な
え
て
いたと

い
うこ

と
が
出
来
よ
う
。
このため

、
先に

述べた

よ
うに

資本家は本

州
に
住
し
、
経
営は

場
所
支
配人

に
まかせる

と
い
う
形

態
が
とら

れ
たの

で
あ
る
。
そ
し
て
田
沼
の商

業
政策を

基
礎
と
し
て
、
国
内

お
よ
び
清国からの

海
産
物の

需
要増

大と共

に
ア
イ
ヌ労働力

使役

を中

心

と
し
た
生産か

ら
流
通
およ

び
販
売に

いたる

全経

路
を
に
ぎ
る
に
いた

っ

た
。

　

こ
れ
に
対
し
地場

の場

所請

負
人
と
は
ど
の
よ
う
な人

達
で
あ
っ
たろ

う

か
。
彼等

は
本
州
に育

ち
北前

船
の
船頭や

回
船
業等

を営ん

で
い
た
が
や
が

て機

会を得て北

海
道
で
営
業
す
る
本
州
資
本の

場
所
請負

人の

支
配人

等
と

し
て
出
発し

、
し
か
る
の
ち
に
請負

人
と
な
っ
た人

達およ

び
その

後継

者達

で
あり

、
四
代
で
石
川
県能

州
、
神
代
村から

渡
道
し
十

一
代
ま
で
請
負
人と

し
て
活
躍
し
た
山田

文右

衛
門
系
譜
、
能
登
国羽

昨
郡
安
部屋村（

石
川
県
羽

咋
郡
志賀町

）
村
山

（阿
部
屋
）
伝
兵
衛系

譜

（ 最も

活
躍
し
た
のは

三
代
目
＝

弘
前生

れ
）・ 越

後（ 新潟

県）

の回

船
業
佐
野
孫右

衛
門
系譜

（屋号は

米

屋
）
お
よ
び
淡
路
生
ま
れ
二
十
八歳

で
渡
来
、
五十歳

で
帰国

し
た
高
田
屋
嘉

兵
衛等が

そ
の代表的な

系譜

で
あ
る
。
な
お変り種と

し
ては

、
越後国蒲

原
郡
井
栗
村（

新潟

県三条市

井栗

）の大庄

屋
の
七
代目松

川
弁
之
助
が
お

り
、
五
十五

歳
で
渡道し五

稜郭築

城工事

、
山田文右

衛
門と

共
に
樺
太
開

発
を
行な

っ
て
い
る
が
、
彼
は場

所
請
負
人
で
は
ない

。
記録を

見
て
も
、
地

場の

請
負
人
山田家

が
い
かに

長期に

わた

っ
て
代
々
請負

人
を
続
け
て
い
た

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に述べたように

苫
小
牧市

史
で
は

「
山田

屋
の
独
占
」
とい

う
章をも

う
け
て
い
る
が
、
そ
の
理由

と
し
て
同市

史
で
は
、

沙
流

・ 勇

払
が
道
内

一のす

ぐ
れた

漁獲高を

ほ
こ
っ
ていた

こ
とと

、
地
元

労
働
力
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
が
こ
の地方

に
最
も
多
く
住ん

で
い
た
こ
と
を
あ
げ

ている

。
し
か
し
その他の

要因と

し
て
山
田家

一
族のさま

ざ
ま
な
能力

を

有
し
て
い
た者達

の結束をあ

げ
る
こ
と
が
で
きる

。
例
え
ば
、
十
代文右

衛

門清富

は
、
昆
布
養
殖
技
術の

発見

とその実

用
化
、
漁
網
の
改良

、
サ
ケ
の

保護

とい

っ
た
こ
と
を
行
っ
た
研
究者およ

び
技
術
者と

し
ての高

い
素
質を

有
し
、
かつ

「名
を求めず

」
の物静か

な人

柄
で
人
間関係を

大
切に

する

人
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
彼の

支
配
人
で
あ
る
実弟の山

田寿

兵
衛
は
、十
代文右

衛
門
清
富とは

異
り
、
商取

引
の
才
覚
に
た
け
た派手

な
外交家

で
あり

、
ま

た
十
代
清
富
の娘む

こ
榊（ 山田） 富右

衛
門
は
十
代
の
支
配
人
を
ま
か
さ
れ
、

ひとつのことを

コツコツ

とな

し
と
げ
る地

味な

性
格
で
あ
っ
た
。
十
代
清

富
が
寿
兵
衛
に
函館を榊

に
勇
払
の
漁
場
を継が

せ
た
のも彼等の

性
格を

よ

く
のみこ

ん
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
七代

文
右
衛
門三

男
仁右

衛
門（ 初

代
）の二

代目仁右

衛
門
は船

頭
と
し
て
の経

験
が
あ
っ
たため

、
主
と
し
て

航海

およ

び
道路

の
開削

等
、
支
配
人
と
し
て
は
最も

地
味
な
仕事

を
引受

け

た
よう

であ

る
。
こ
の
よ
う
な

一
族に

さ
さ
え
ら
れ
て
十

一 代文治

が
精神

的

に
豊か

な
人間と

し
て
育
っ
てい

く
。

　

山
田
家
のよう

な
地場の

請
負
人
は
江
戸
等
に
隠
宅はあ

っ
ても

（ 山

田
家
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亀

　

畑

　

義

　

彦

は
江
戸深

川
においていた）

、
本
店
は
函
館
におき

、
ここから本

州
の問屋

お
よ
び
清
国と

結
び
つ
い
て
い
た
。
すな

わ
ち資

本
と
経
営
は
分
離し

て
いな

いの

で
あ
る
。
山
田家の

場
合
、
商取

引
に
す
ぐ
れ
た
十
代
清
富
の
実弟寿

兵

衛
が
函館

の家を継

い
だ
の
も
本
州
の
大
手資

本
と
対抗

す
る
ため

に
必
要
で

あ
っ
たか

ら
で
あ
る
。
寿
兵
衛
は
、
場
所
請負

制
度
廃
止後

も
、
いち

早
く
面
館

で
米問屋

に転向

し
、他の請

負
人や

支
配
人
達
が
没落する中

で
、
さ
ら
に
富

を
蓄
積
し
、
ペ
リ
ー
来
道の

折
に
は自分

の
屋
敷を

宿
泊と

会見

場に使

う
な

ど
、
機を

見
る
に
敏
で
あ

っ
た
。
し
か
し
山
田
実丸著

「
山田

文右

衛
門履歴

」

（北
大お

よ
び
道資

料
室
蔵
本
）
によ

れ
ば
、
函館

戦争の

折
、
北海

道
独
立

論
者
榎本武揚

に財政

的
加
担を行

い
、
武
揚
の敗

戦と共

に
没
落
し
たとい

う
。
話
が
横
道
にそれた

の
で
本筋

に
も
ど
そ
う
。

　

地場の請

負
人
は
経営

と資本

が
分離

し
て
いない

ため

、
運
上
金
が
いか

に高

く
と
も
、
又道

路
開削

や駅

逓
の経

費
がい

か
に
赤字

に
な
ろ
うと

も
、

多
角
経
営の

本
州
資本の

様に請負

場
所
を
放
棄
す
る
こ
と
は
出来な

いた

め
、
幕府

収入

と
な
る
運
上
金
や
上
納金の

軽減を

幕府

に
願
い出な

が
ら
、

本
業
で
の
生産

性
向
上
の
努力

を
か
さ
ね
る
こ
と
に
な
る
。
先述の

十
代清富

の
千
歳
駅
逓
管
理
による

赤字

はその

こ
との

一

　

つ
を物

語
っ
てい

る
。
こ
の

よ
う
な
こと

が

一
方
で
はア

イヌ

の
酷
使に

つ
な
が
り
、
他方

で
は漁

網
の
改

良
、
昆
布
人工

養
殖
方
法
の
開発

、

一 族の

団
結等と結

び
つ
い
てゆ

く
。
こ

れら

は
皆
、
北
海道

とい

う
植
民地

形
態の中

で
資
本と経

営
が

一
致
し
て
い

る
が
故
の地場

資
本の

宿
命
で
あ
り
、本
州
資
本との

主
要
な
相
異
で
あ
っ
て
、

北
海
道の

植
民地

的
役
割
が
よ
く
示されて

い
る
。
かか

る
植
民地的

政策は

寛
政
十

一
年

（
一
七
九九

年
）、
九
代文右

衛
門の時

、
場
所
請負

制
度が

幕府

の
手
に
よ
っ
て一 時廃止

さ
れた

こ
と
に
も
示さ

れてい

る
。
廃止の

表
面上

の理由

は
、
ロ
シヤ

南下政策

の防

止とア

イ
ヌ
との

まさ

っの

回
避
で
あ

っ

た
が
、
本
来
の意図

は
、
請負

人
に
よ
っ
て開削

さ
れ
た北

海
道の漁

場を取

上
げ
て幕府

直
営に

し
よ
う
と
し
たもの

で
あ
っ
た
。
し
か
し
自
ら
労
役
に
身

を
投
じ
たことのない武

家
の
商
法
は
再
び
場
所
請
負
制
度
の復

活
を
見
る

が
、
かか

る
制
度
は
、
いつの

日か廃止

さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
す
な
わち

北海

道の漁

場
が
請
負
人
達の手

によ

っ
て開

発
さ
れつ

く
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
が
少
数の

場
所
請
負
人
の独

占
に
まか

さ
れ
てい

ることは

場

所
を管

理
し
きれない

ため

の未

利
用
能
力
を
残
す
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こと

が
幕府又

は政

府
収
入
の
増加率

の停滞を

もたらす

か
らで

あ
る
。
明治

に

入
ると

明
治
政
府
は
早
速
日
本
の国防

お
よ
び
産
業
発
達
のため

にこ

の
制
度

を廃止す

る

（明
治二

年）

。
し
かし

突然

の
廃止

は
混
乱
を
ま
ね
く
ため

、
ま

ず場

所
持
ち
と
い
う名

称
に
か
え
て一

応
請負

制
度の

形態

をとる

が
、
こ
れ

も
数年

で
廃
止し

、
完全

に自

由
競争の

形態をとら

せるこ

と
に
な
る
。
そ

し
て
地場

の
場
所
請
負人達

に
よ
っ
て開

削さ

れ
た漁

場
と
道
路
お
よ
び
漁

法
、
養
殖技

術
は
、
網
元
と
称
する

小資本

家達

が
自由

に
利
用
すること

に

なる

。
こ
の時

、
本
州
資
本の

場
所
請
負人

達は

、
多
角
経
営
の

一
部
門を失

っ

たのみ

で
あ
り
、
むし

ろ
こ
れ
ら
自由

海
産
業
者
の
流
通と販

売とを

引受

け

る
流
通・ 問

屋業

者と

な
っ
て
、
国
策
で
あ
る
産
業
政策

の
一 端を

に
な
う
業

者
と
し
て一

層
巨
大
化
し
て
い
く
。

そ
れ
に
対し

て地

場
の生

産お

よ
び
商
業
資
本
家
で
あ
っ
た
場
所
請
負人

は
、
事業

のす

べてを

う
ば
われ

ること

に
な
る
。
し
か
も
場
所
廃
止
時
迄
、

国策の

た
め
の駅

逓
管理

、
道
路
の
開削

、
寺
院
の
建造

等
によ

り財

産
は
す

べて使い

は
た
さ
れ
ていた

。
こ
の
ため

経
営と資

本の

分
離
を
な
し得な

か
っ
た地

場商

業
資
本
は
、
封建

制
度
の
崩
壊
と共

に
没
落
し
てゆ

く
。
十
代

文右

衛
門清

富
は
請負

制
度
廃
止後

は
、
はな

や
かな

函館

に
は
も
ど
ら
ず
、

かつて九代

が
かた

むか

せた

家業再

興の意

欲
に
もえて

渡
道し

た最

初
の

地
勇
払
で
静か

に
余生

を
お
く
り
息
子
文
治
の
膝
を
枕と

し
て六十四

歳
の
生

涯をと

じ
る（ 山

田実

丸

「山田

文
右
衛
門
履歴

」
北
海
道
史
編纂

掛
、
大正



我が祖・山田文右衛門履歴

　

下

八
年
七
月
）。
山
田
実丸は著

書
にお

いて

十代清富

に
つ
いて

次
のよ

う
に
述

べて

い
る

「惜
しむら

く
は
右
人
物
、
事に

淡
な
り
し
を
」
と（

山田実丸

「
山

田
文
右
衛
門
履歴

」
北
海道

史
編纂

掛
、
大正

八
年
七
月
、
一
三
頁
）。
し
か
し

十代清富の支

配
人
と
し
て
商
才
を
示
し
た実

弟
山
田
寿兵

衛
は先述

の
ご
と

く
、
この期

に
函
館
で
米問

屋
に
転向

し
て
財をきず

く
。
こ
の
の
ち
、
函
館

戦争

で
榎
本
武揚

に
加
担
し
て
没落

（ 山田

実
丸

「前掲

書
」
）
し
たのも

、
植

民地北

海道

で
最も長期

に
わた

っ
て
勢
力
を保

っ
た地場の場

所
請
負
人
の

一 族

を代表

し
た最

後の意地

を示

し
た
もの

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

さて

以
上
で
場
所
請
負
人
山田

文右

衛
門
系
譜の

概
略
を終

える

が
、
こ
の

歴
史
的
背
景
に
は
、
封建

制
度と結

び
つ
い
た地

場
の
場
所
請
負
人
の運

命と

同
時
に
、
明
治
以
来百

年
の
北
海道の

見
直
さ
れて

は
見
すて

ら
れ
てゆ

く
地

場
産
業資

本およ

び
道
民の

植民

地
的
運
命を

暗
示
し
て
い
た
と
い
っ
てよ

い
。
例
え
ば
明
治
に
入
っ
て
再
び
北
海道

が見

直
さ
れ
る
の
は
、
富国

強兵の

基
地
と
し
て
で
あ
っ
た
。
旭
川
を
例
に
と
る
と
、
明
治
十八

年
八
月
、
北
海道

初代

長
官
岩
村
通
俊は

、
陸
軍
大
臣
に北

都
の
上
川

（ 後

の
旭
川
市
）
へ
の
設

置の

議
を提

出
し
、
同
年
九
月
、
永山武

四
郎も又

「上
川
の地

勢開欄に

し

て
将
来
緊
要の

地
と
認
む
」
との

上申を

陸
軍大

臣
に
行な

っ
て
いる

。
その

結
果
、
明
治
二十

年か

ら上

川
開
拓
が
始め

られ

、
こ
の
年には

早
く
も
農
業

試
験場

が設

置さ

れ
る
。
同
二十三年

に
は
旭
川
村（

現
在
の
旭
川
市
、
東旭

川
、
東
川
）
の
名
称
が
与
えら

れ
、
同
三
十
年
四
月には

上
川
郡
役
所が

置
か

れ
、
旭
川
は
上
川
盆
地
の農

業
生産

物の

流
通
拠
点とな

っ
て
い
く
。
さ
ら
に

明
治三

十
三年

に
は
上
川
税
務
署
と第七

師
団
が
おか

れ
、
軍都およ

び
農
業

都
市
と
し
て
、
ま
たその結果と

し
て
自
然発

生
的
な
商
業都

市
と
し
て
の性

格
が
出来

上
っ
て
い
く
。
大
正六

年
四
月
に
旭
川
商
工組合連

合
会

（ 旭

川
商

工会

議所

の
前
身
）
が
設立

さ
れた

こ
とを

見
ても

、
商
業
面
で
の
発展

の著

し
か
っ
た
こ
と
が
わか

る
。
こ
こ
で
は旭

川
市
を
例
に
あ
げ
た
が
、
北
海道

は

農
業
、
工業等の

相
異
は
あ
っ
て
も
、
かか

る状

況
で
発
展
を
と
げ
、
国策

に

こ
れ
らの地方

が
常
に
照
応
させ

ら
れ
てい

く
。

　

昭
和
二十

年
の
敗戦

後も

、
日本

経
済
の復

興と成長

の
過
程
で
北
海道

は

何
度か

見
直さ

れ見

すて

ら
れ
て
行
く
。
ま
ず昭

和
二
十
年
代の日

本
復興

と

三
十一

年
以
来
の
家電を中

心とする

耐
久
消費

財生産

の競争の

激
化の過

程
で
、
北
海道は石

炭と

食
料の

基
地
と
し
て
見直

さ
れ
利
用
さ
れる

。
しか

し
、
そ
の後

、
エネ

ル
ギ
ー
が
石
炭
か
ら石

油に

移
る
につ

れ
、
本
来
、
長期

的な

エネ

ル
ギ
ー政

策の中

で
、
保
護育

成さ

れ
る
こと

が
望ま

し
い北

海道

の石

炭
は
見
す
て
られ

、抗道は

水
で
ふさ

がれ

て
使用

不能

にさ

れ
て
行
く
。

わずか

に
北
海道電

力
が国

策
の
命
を
う
けて

、他地域

の
水
力
主
力
と
異
り
、

火
力
主
力に

よ
る道

内炭を需要す

る
こ
と
に
な
る
。
また当

時の

好景気

の

中
で
日本

の
伝統

と
も
云
われた

労
働力

の
過
剰
は
、
新規

学卒

者およ

び技

術
者
の充

足
難へ

と
変化

し
、
北
海道

で
は
若
年
労
働
力
の
流出

が
め
だ
ち
は

じ
め
、
こ
の
人
達
が以後の景

気
循
環の

過
程
で
フ
レ
キシ

ブ
ル
に
変
動
す
る

こ
と
に
な
る
。
本
州
を中

心
と
し
た臨

海
型
の
経
済
成長方式

が
続
く
限
り
、

北海

道の

第

一
次
、
第
二
次産

業
の衰

退と

人
口
流出

は
おさ

ま
らず

、
北
海

道
の植民地

的
傾
向は

継
続
さ
れ
、
地場産

業
の
成
長は実

現
せ
ず
、
北
海
道

の
経済的自

立
は
ありえ

ない

であ

ろ
う
。

　

現
在
、
日本

の農

業
で
自
給自足

が
可能

な
の
は
米
だ
け
であ

る
が
、
米を

中
心と

し
た北

海道農

業
は伸

び
悩
ん
で
おり

、
か
つ地

場
の
第
二次

産
業衰

退の

た
めに

道
内
で
の
第

一
次
産
品の

加
工
が
思
う
に
まか

せ
ず
、そ
の
結果

、

第

一
次産品

を
割
安
で
本
州
に
販
売
し
、
それ

を
加
工
し
たもの

を
割
高
の
北

海
道価

格
で
再購

入
す
ると

い
う
典型的植

民地

経済

に
な
っ
て
お
り
、
北
海

道
は
いま

だ
移
出
入
で
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の移

入
超
過
（ 赤

字
） を

見
て
いる

。

従
っ
て北

海
道
の
各
地
域
が
経済的

に
自
立
す
る
ためには

、
第

一
次
産
業
と

結
び
つ
い
た
地
場
製造

業が必

要と

なる

。
このように

地方

都市

が
中核

都
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市を

中心

と
し
てそ

の
中
で
地
場産

業
を核と

し
て成

長す

ること

が
北
海
道

経済

の
自立の

ため

に
必
要
で
あ
ると

すれ

ば
、
何
よりも

重
要なの

は
、
エ

ネ
ルギ

ー
の
輸
入
、
精製

加
工
、
備
蓄
と
移
出入

およ

び
輸出

入
の
た
めの

港

で
あ
り
、
水・ 火

力
発
電所

等
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に

つい

て
の

一

　

つの

方
向
を示

し
てい

る
もの

に
北海道の第

三

期計画と

い
うものが

ある

。
第

一
期
計
画
は
昭
和
二十

七
年か

ら
三
十七

年

ま
で
が
対象

と
さ
れ
、
主と

し
て
日
本
経済

成
長
の
ための石炭

お
よ
び
若
年

労
働
力の確

保
が
問題

と
さ
れ
た
。
し
か
し
第二

期
計
画（

昭
和
三十八

年
ー
四

十
五
年
）
で
は
北
海
道の

自立

が
問
題と

さ
れ
、
札幌

・
苫
小
牧
等
を
中心

に

重化学工業

、
特
に製造

業
の設

置
に重

点が

おか

れ
、
第
三
期
計
画

（昭
和

四
十
六
年
ー
五十

五
年
）
は
、
こ
れ
に
さら

に
天
北の酪

農の

ビ
ッグ

・
プ
ロ

ジ
ェ
クト

、
石狩湾整

備
、
地場

産
業
の
振興

お
よ
び
社会

・
経
済
文化の地

域
格
差
の
解
消
等
を
おり

こ
ん
で
第二

期
計
画を発

展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
第
三
期
計
画
に
北
海
道
の
各
産
業
と
地域との

均
衡
成
長
が
示
さ

れ
た
。
当初

は北

海
道を二

十
の
生活

圏
に
わ
け
、
各
支
庁
が

一

　

つの

生
活
圏

を持

っ
てい

た
。
し
か
し

こ
れ
で
は
こまか

す
ぎ
て
計画が

たて

に
く

い
ため

、

見
直
し
の
段階

で
道
央
、
道
南
、
道北

およ

び
道
東
とい

う
四
つの

ブ
ロ
ッ
ク

を
中
心
に
し
て案

が
立てら

れ
、
ここ

で
は札幌

市
、
旭
川
市
の
発展とい

っ

た
個
別
都
市中心の

発
展
で
は
な
く
、
中核

都
市を

中
心
と
し
て農

、
漁村

を

地場

産
業
、医
療
、文化

およ

び
道
路
等
で
あ
み
の目の

よ
うに

結
ん
だブ

ロ
ッ

ク
の
均
衡
成長を

考
えてい

る
。
昭
和
五十

三
年度

の

「北
海道

発
展
計画

」

も
こ
の
考え方を

発
展
さ
せ
たも

の
で
あ
り
、
五十

三年度

予
算
で
は
苫
東港

の九十

一
億円

満
額
獲
得
を
は
じ
め
、
石狩

湾
新
港
、
青函

ト
ン
ネ
ル
、
新千

歳
空港な

ど
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
クト

は
軒
並
み
、
ほ
ぼ
要求額

に
近い線

で
認

められ

、
農
業
関係

で
は
、
ビ
ー
ト
輪
作
営農団地

、
酪
農近代化団

地
育
成

事
業
、
白
老
、
南羊

蹄
区
域の

畜
産基

地
建
設
、
根
室
と
並
ぶ
酪
農村を

目
ざ

す
夫
北区

域の

広域

農
業
開
発計画

等
の予算が

認
め
ら
れた

。
し
か
し
かか

る
方向のみ

で
はた

し
て
北海

道
の
自
立
は
完
了
する

で
あ
ろ
うか

。
こ
れら

に関する

問題

は
、
私
が
他
の論

文
で
取扱

っ
てい

るの

で
こ
こ
で
は
、
は
ぶ

く
こと

に
す
る
が
、
今後

は北海道

の
歴
史
を
再
考
し
、
北海

道の

置かれ

て

いる立

場
を
理解

し
、
北
海
道の経

済的自

立
を考

えて

い
く
こ
と
が
重要

で

あ
ろ
う
。
この

意味

で
は
、
封
建
制
と
い
う
批
判
を受

け
なが

ら
も
徳
川
幕
府

の
政策

は
北海

道
の
地場資

本を

育成

し
経
済自

立の

力をつ

け
させ

、
か
つ

特色

ある北海

道を作

り
出
させた

の
に
対し

、
皮肉

にも

近代化

を
メ
ルク

マ
ー
ル
と
し
た明治

政
府
以
来の

北海

道
政策

は
、
地
場
資
本を

衰
退
させて

植民

地化

傾向をも

たら

す
こ
と
によ

っ
て
経
済
的
自生

力を

無
く
し
、
か
つ

中
央
指
向的

な
さ
し
た
る特

色
の
ない

多
く
の
地
方都

市を

生み出

す
こと

に

な
っ
た
とい

え
よ
う
。

　

今後

、
北海道民が

北海

道の経

済的

目立と

特色

ある福祉

型の

地
方
都

市造

り
を
考え

るため

には

、
北
海
道
史
の理

解
を
必
要とし

よ
う
。
中
、
高

等学

校の

歴
史
には

北
海
道
史
は
な
い
。
も
し
可能なら

、
この

種
の
副
読
本

の
よう

な
もの

も
あ
っ
て
も
よ
い
。

お

わ

りに

　

母
方
の
祖
、
場
所
請負人山

田
文右

衛
門
の
系譜

につ

い
て
は
、
子
供
の
頃
、

母から

折
に
ふ
れ
て
聞か

さ
れ
てき

た
。
また

母（

亀
畑マサ

）
の
兄
、
山田

隆

（京都

大学

工
学博

士
、
元
京
都
繊
維
工
芸
大学教

授
）
より

、
京都府

立

図書

館
で
調
べ
た
資
料を

もと

に
、
山
田
文右

衛
門の系

譜
に
つ
いて

の
大ま

か
な
説
明
を
受
け
、
いつの日

か祖

先
の
系
譜と業績

を
まと

め
上げ

よ
う
と

心
をあ

つ
く
し
た
もの

で
あ
っ
た
。
その

後
、
母
の
実
家

（ 山田

富
太
郎
＝
軍



我が祖・山田文右衛門履歴

　

下

医
、
勲
五等従三

位
＝
現
在
の
母
の実弟高橋

誠
宅
）の仏壇

から

、
十代

文

右
衛
門清富か

ら
娘む

こ
榊（ 山田）富

右
衛
門
へ
、
さ
ら
に
彼
の長男

山田

富
太郎をへ

て
その

末
子
高橋

誠
に
受
け
つ
が
れ
た
十
代
山田

文
右
衛
門清富

署
名

・
捺印の

山
田
氏系

譜
が
発見

さ
れ
た
。
こ
れを

参
照
に
し
て北大

お
よ

び
道
資
料室

の山

田氏

系
譜な

ら
び
に
履
歴
を
見
ると

、
北
大と

道
に
存
在す

る
もの

は
、
さまさま

な
面
で
納
得
の
い
か
ない

点が

多
く
、
訂
正を要す

る

こ
とを

痛感す

る
に
い
た
っ
た
。
こ
れを

行
う
に
あた

っ
て
、
こ
の
際
、
各所

に
散
在
し
ている

山
田家の

記
録
を一

　

つにま

とめ

よう

と
決心

し
た
。
こ
こ

で
私
が最も

重
視
し
た
こ
とは

、
既
存
資料を

参
考
に
しな

がら

、
祖先

の
た

ど
っ
た
地
、
そ
し
て
仕
事場

と
し
た
海
を自

分の足

で
たず

ね歩

く
こ
と
で

あ
っ
た
。
祖
先
が
仕
事場

と
し
た
海
岸
を
歩
き
、
また厚岸の

水産会社社長

に
願
い
を
こう

て船

を出

し
て
いた

だ
き
、ま
た建造

し
た神

社をた

し
かめ

、

また苔

む
し
た
墓
を探

し
求め

た
。
ある時

は
、
祖先

が奉

納
し
た太

鼓
をこ

の
手
で
う
ち
、
祖
先
も百年

以
上
も
前
に同

じ
音を聞

いた

で
あ
ろ
う
と
、
な

つか

し
さに

我
が
身を

あ
つ
く
し
た
こ
とも

あ
っ
た
。

　

門
別
で
は
、
か
つ
て文右

衛
門
と親交

の
あ
っ
た
で
あろ

う
門
別神

社の神

主の

子
孫
佐藤伝

作
氏（

現
神主

）と

十
代文右

衛
門
清
富
の
系譜の私

、
そ

し
て
十
代
の
実弟

山田寿兵

衛
の
系
譜小

嶋
規
矩
夫氏と

の
三人

が
百年

をへ

て
会えたこ

と
、
同
様
に厚

岸
の
国
泰寺

で
も
、
現
在の

十五代

御
住
職
員
壁

禅師か

ら
、

一夜

の禅

心
禅
話の

御馳

走
をい

た
だ
き
、
祖
達
も
数代

にわ

た

る
禅
師
と深い交

りを持

っ
た
こ
と
で
あろ

う
と
感慨

を深

く
し
た
。

，
ま
た
勇
払
で
は
恵比

須
神社

宮司

片石

昌
伸
御
夫妻のお

世
話
を
いた

だ

き
、
山田

家
ゆかり

の
場
所
を長時

間
に
わ
た
っ
て
案内

し
て
いた

だ
く
と
い

う
御
配慮を

いた

だ
いた

。

　

山
田氏

系
譜
の
調
査
が
意
外な早さ

で
進
展し

た一

因と

し
て
、
十
代文

右

衛
門
清富の

長
男
文
治の

息
子
遠
藤文

太郎氏の

熱意

が
あ

っ
た
。
彼
は
七十

四歳

か
ら
七十

八歳

ま
で
に
三度も北

海
道を訪

ね
、
私
に

一日

も早

い
山
田

家系譜の整理

を訴え

、
朽ち

か
けた

祖
父の

墓
の

一
部を直

し
、
寺
院
に
寄

付を

申
し
出
て
山田

家の霊を

弔
っ
ていた

。
私
は
この夫

婦の元気

な
う
ち

に
山田

家系譜

を
完成

さ
せ
なけれ

ば
ならない

と
決心

し
た
。
又
こ
の
過
程

で
多
く
の山田家ゆかり

のかた

が
た
の
御
心
こも

っ
た御厚

意のかず

／＼

に
勇
気づ

け
られたことも調

査の進

行
の大き

な
助
けと

な
っ
た
。
しか

し

な
が
ら
、
文
太郎氏

が
、
この論文の

発
刊
を心

ま
ち
に
し
なが

ら
も
、
完
成

の一 年

前
に
急
逝
さ
れ
て
し
ま
わ
れ
たこ

と
は
断腸の思い

で
ある

。
思え

ば

文太

郎氏

は
、
山田家

が
支
配し

た北

海道

と
樺太の

海を

知
る
最後の

人
で

あ

っ
た
。

　

山田家

が
開いた

苫
小
牧

・ 勇

払・

千
歳
そ
し
て石

狩
は
、
新
しい

北
海道

経済の

基
盤とさ

れ
、
門
別
、
厚
岸は中小

漁民の

豊
か
な
生
活を

さ
さえて

い
る
。

　

こ
の
研
究
の
途
上
で
福
田
秀
策氏（ 北海道教

育
大学

教
授

・
法
律学）

の

細かい配慮

に
大い

に
研究

を
助
け
られ

た
。
また

赤石

正
吉
氏（

北
海
道教

育

大学教授）

、
鈴
木淳

一
氏（

同
上）と宮内保

氏

（ 北

海道教

育
大
学
助
教
授）

は
漢
文
の
口
語体

へ
の訳

を
快
く
引
受
け
て
く
れ
た
。

　

最
後
にふ

れ
て
おき

た
い
こ
と
は
、
ワ
シン

トンの

国連図

書館の

資料に

より

、
早
く
か
ら我

が祖

の業績に

注
目
し
、
この

研
究
を
続
け
て
いたか

つ

て
の札幌文

化セン

タ
ー
館
長
、
ロ
バ
ー
ト

・フ

ラー

シ
ェ
ム
氏と

彼の

妻ヨ

シコ

・フ

ラ
ー
シ

ェ
ムにつ

いて

であ

る
。
館
長当

時

の
昭和

四十四年

（
一

九六

九
年
）
に
、
「山
田
文
右
衛
門
に
つ
いての

資料

は
ないか

」
と
の申

入れ

を
受
け
た
が
、
そ
の時は

ま
だ
私
のこの事に

つ
いて

の
知
識
は乏

し
く
て
、

さ
したる

資
料の提示は

出
来
なか

っ
た
。
そ
の後の調

査
が
進み

、

一
応の

成果

を

こ
こに

発
表
出
来
る
ことに

な

っ
た
が
、
こ
の
過
程
で
フラ

ー
シ

ェ
ム

夫婦か

ら
示唆

と
励
ま
し
と
をい

た
だいたことに

つ
い
て
感
謝
と
敬意を表

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

二
七



二
八

する

と共

に
、
研
究の

一日も早

い完成

を願

っ
て
やま

な
い
。

　

私
が
この論

文
を
まと

め
る
に
あ
た
っ
て
、
表題を

「場
所
請負

人

・山

田

文右

衛
門
」と

し
た
か
っ
た
が
、
こ
れ
は我が

祖
先を

研
究
対象

と
し
て
く
れ

た
フ
ラ
ー
シ
ェ
ム
夫
婦
の
きた

るべき日

の
ため

に
敬
意を

表
し
て
残
し
て
お

き
た
い
と考え

、
「我
が
祖

・山田

文右衛

門履

歴
」と

し
た
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
の論

文
を
ま
と
める

に
あ
た
っ
て
、
陰
の
力
を
提供

し
て
下
さ
っ
た
多
く
のかた

が
た
が
い
た
。
その皆

さんの氏

名
を
ここ

に
記

すこと

によ

っ
て
、
ささ

や
かな

感
謝
の意を

表す

ること

に
し
たい

。

　 　 　

　 　 　

　 　 　 　

日 ◆ １

　 　

口 々

亀

　

畑

　

義

　

彦

佐
藤

　

伝作

氏（

門
別
稲荷

神社）

鶴
野

　

厚
氏

（ 門

別町役

場
）

中
村

　

哲
雄
氏（

門
別
町役

場）

梶
川
久
太郎氏

（ 門

別
町漁業

組合

長

・
理
事
）

小島

規矩夫

氏（ 山

田屋

寿兵衛

系譜）

勇

　

払

　 　 　 　 　 　

．

片石

　

昌
伸
氏（ 恵

比須

神社宮

司
）

苫
小
牧

楠野

　

四
夫氏（ 苫

小
牧
図
書館

長）

函

　

館

木
村

　

文
彦氏（

みな

と薬

局
）

厚

　

岸

真壁

　

住
職（ 国泰

寺一 五世

御
住
職・ 大元

智
空）

大
沼

　

幸雄氏（

厚岸公民館

長
）

鈴
木

　

辰
雄
氏

（ 漁業

・ 蝿島

弁
天
社
管
理
責任

者）

網

　

走

和
田

　

英
昭氏（

網走市立郷土博物館

学
芸
員
）

浦

　

河

小
西

　 　

力
氏

（浦
河
町役

場
）

留

　

萌

運上

　

光
彦氏（ 花

田家番屋

館
長）

参
考文

献

十
代
山
田文右

衛
門清

富
著

「 山

田氏

系
譜
」
亀
畑義

彦蔵

山
田実丸

「山
田氏系譜

」
北大資

料
室蔵

山
田実

丸

「山
田
文左

衛
門
履歴

」
道
およ

び
北大

資
料
室蔵

菊地

新一

「勇払

場
所
の発

達と請

負
人山

田
文右

衛
門
」
『経
済論

集
』
第
十

一 号

　

大

東
文
化
大学

経済

学
会

函
館区

編

「山
田
文
右
衛
門
事
蹟
」
北海

道
庁
資料

室

・
札
幌商

科
大
学
図
書
館蔵

「留萌

市
史
」

「東
亜
蝦
夷
運上

調全

」

「苫
小
牧市

史
」
上
下

松浦

武四郎「

竹
四
郎回

浦
日記

」
安政四

年

福
島
屋
文
書「

東
西蝦

夷
地
場
所
運上

金
揚高

並
夷
人
人
別
控
」

「千
歳
市史

」

松浦

武四

郎

「西蝦

夷
日記

」

「門
別町史

」

「北
海
道
名
所
旧
蹟
」

「野作

東
部
日
誌
」

佐藤

伝作

奉
納・

小
島
規矩夫

氏筆「

門
別
稲荷神

社の

概
歴
」

松浦

武四郎

「初
航
蝦
夷
日記

」

「厚岸

町
史
」

「厚岸の史

実
」

国泰寺「

日
鑑記

」文

化元

年（

一
八
〇四

年
）
から

文
久
三
年ま

で
の
初
代
文
翁か

ら

九世

晦
巌
にい

た
る
六〇

年間の

日
誌
で
三十

六
冊か

らな

る
。

「日鑑

記
」釧路

叢
書

「石狩

町
史
」



「松
前
町
史
」

塩
野
適
斉

「桑
都
日
記
」

「 諸

場
所
過
去帳

」
厚
岸
国
泰
寺

「御寺

御建

立以前之

過
去
帳
」
厚岸

国泰

寺

（ 本学

助
教授・ 旭

川
分
校
）

資
料
１（

石狩

町
誌
三
巻
三四

〇
１
三四

五頁）

石
狩
秋
鮭
引揚

ケ
処並

歩役

取
立方調

書

二
割
役

小
樽
出稼

我が祖・山田文右衛門履歴

　

下
下

　 　 　 　 　

一
、
字

ヒ
ト

エ

山
田
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同五万

個
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